
埋蔵文化財発掘届出（通知）書の記入方法（文化財保護法第93条・第94条関係）
１　工事着手の６０日前までに、書面・図面とも正・副２部提出してください（届出書面の「埋蔵文化財発掘」とは遺跡の発掘調査ではなく、土木工事等により「土地を掘削する」という意味です）。
２　作成上の注意事項

(1)作成書類はＡ４版、両面コピーで作成
(2)太線内の次の項目をもれなく記入（上下の細線欄は記入不要）

①所在地：開発しようとする所在地（工事実施場所）の住居表示（丁目、番、号）、地番まで記入

②面積：工事の施工対象面積或いは敷地全体面積を記入（建築面積ではありません）
※道路等の場合、対象道路等全体の工事延長(m)、幅員(m)を記入
③土地所有者：登記簿上の所有者を記入。所有者複数の場合は「代表者氏名の他○名」と記入

④遺跡の種類等：「遺跡の種類」「遺跡の名称」「員数」「遺跡の現状」「遺跡の時代」は事前に問い合わせ願います
⑤工事の目的等：「工事の概要」は「木造２階建個人住宅建設」のように工事の内容を簡潔かつ具体的に記入

⑥工事主体者：工事の施主のことで、基本的に「届出（通知）者」と同じにしてください

⑦施工責任者：工事請負者が決定している場合は、その氏名（会社名）・住所を記入。なお未定の場合は「未定」と記入
⑧着手時期：現在予定している時期を記入（工事着手60日前まで）
⑨終了時期：現在予定している時期を記入。なお未定の場合は「未定」とする
⑩参考事項：事前の工事予定（解体等）など参考になる事項があれば記入

３　添付書類

(1)位置図：国土地理院発行の1/25,000の地図を使用し、工事個所を赤色で明示（蛍光ペン不可）

(2)地形図：1/1,500～1/5,000程度の白地図（方位・スケール表示）を使用し、工事個所を正確に朱線で囲む（蛍光ペン不可）

(3)工事概要図：平面図及び地下の掘削状況が判る断面図（基礎部工法等）を添付。造成工事の切土、盛土を行う場合はあわせて図面を添付。なお建造物の場合は２階以上の平面図の必要はなし（各図面には方位・スケールを表示）
(4)添付写真：工事個所の全景が写っているｶﾗｰ写真で、１～２枚程度をＡ４版１枚に調整（ｶﾗｰｺﾋﾟｰ可）
(5)発掘調査承諾書：（播磨町郷土資料館と協議の結果、発掘調査を実施する場合は必要です）土地所有者の氏名と押印が必要。届出（通知）者と土地所有者が異なる場合は委任状が必要
【問合せ・提出先】播磨町郷土資料館（月曜休館・月曜が祝日の場合は翌平日）
郵便番号675-0142　兵庫県加古郡播磨町大中１丁目１番２号
電話番号０７９-４３５-５０００　　FAX番号０７９-４３６-０１３５
E-mail：siryoukan@town.harima.lg.jp（資料館共用アドレス）

